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信
悪
性
の
検
証
が
必
要
で
あ
っ
た
。
当
時
の
原
資
料
で
あ
る
『
医
学
館

方
案
』
と
の
照
合
に
よ
り
、
教
諭
・
助
教
・
助
教
介
の
名
な
ど
細
部
ま

で
か
な
り
の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

医
学
館
で
の
臨
床
の
目
的

庶
民
治
療
の
意
義
ｌ
「
少
年
に
し
て
顕
位
に
処
す
る
と
き
は
、
中
人

以
下
に
治
を
請
ふ
も
の
少
な
し
。
総
て
治
術
の
習
業
を
実
意
を
以
て
習

熟
せ
ん
と
な
ら
ば
、
貧
賤
養
厩
の
病
人
を
多
く
治
療
す
る
に
如
く
は
莫

か
る
べ
し
。
貧
賤
の
者
は
病
発
よ
り
快
復
又
は
命
終
は
る
ま
で
一
医
に

委
ぬ
る
も
の
多
け
れ
ば
、
病
情
病
変
初
中
末
を
診
視
し
不
側
（
マ
マ
）

の
妙
理
を
識
悟
す
る
こ
と
あ
り
。
顕
位
の
医
に
は
貧
賎
の
者
は
惇
り
恐

れ
て
治
を
請
は
ず
。
中
人
以
上
は
顕
位
た
れ
ど
も
弱
輩
の
医
に
は
請
ふ

も
の
鮮
し
。
」

１
１
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
序
刊
・
多
紀
元
恵
『
医
家
初
訓
」

（
平
成
十
四
年
五
月
例
会
）

明
治
五
年
六
月
二
十
三
日
（
陰
暦
）
の
「
横
浜
毎
日
新
聞
」
に
よ
れ

ば
、
神
奈
川
県
暹
卒
総
長
・
平
部
朝
致
が
〃
横
浜
港
暹
卒
養
生
之
規
則
″

を
発
令
し
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
こ
の
訓
令
は
『
神
奈
川
県
警
察

史
」
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
全
文
を
こ
こ
に
掲
げ

て
紹
介
す
る
。

横
浜
港
暹
卒

養
生
之
規
則
に
つ
い
て

中
西
淳
朗

〃
安
寧
健
康
を
保
有
し
病
症
を
避
け
て
無
蓋
な
ら
し
む
る
た
め
必
要

の
規
則
若
干
を
設
立
す
る
な
り
。

第
一
則
炎
熱
或
は
発
汗
中
は
都
て
何
品
に
寄
ら
ず
氷
冷
な
る
飲
物

を
用
ゆ
く
か
ら
ず
。

第
二
則
炎
熱
或
は
発
汗
の
時
に
食
事
を
為
す
べ
か
ら
ず
。

第
三
則
炎
熱
の
時
卒
然
と
衣
服
を
脱
ぎ
去
る
べ
か
ら
ず
。

第
四
則
苦
熱
中
又
発
汗
せ
し
時
は
吹
通
し
の
場
所
に
立
止
り
又
は

座
を
占
む
く
か
ら
ず
。

第
五
則
炎
暑
又
は
発
汗
中
に
冷
水
に
て
沐
浴
す
べ
か
ら
ず
。

第
六
則
平
生
熱
湯
の
沐
浴
を
為
す
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
温
湯
に

石
鹸
を
用
ひ
て
六
日
の
内
一
両
度
を
可
な
り
と
す
。
尤
も
毎

朝
灌
水
し
て
全
身
に
暖
気
を
保
つ
ま
で
運
動
を
為
す
は
最
上

な
り
。

第
七
則
牡
蠣
、
海
蝦
其
他
、
都
て
の
貝
類
を
日
本
の
五
月
よ
り
十

月
ま
で
の
間
は
食
す
べ
か
ら
ず
。

第
八
則
都
て
魚
類
肉
類
の
陳
び
た
る
又
は
腐
敗
せ
し
も
の
を
食
す

べ
か
ら
ず
。

第
九
則
不
熟
の
果
実
或
は
陳
く
し
て
腐
敗
し
た
る
野
菜
を
食
す
べ

か
ら
ず
。

第
十
則
都
て
食
物
は
一
時
に
呑
み
下
す
べ
か
ら
ず
。
能
々
噛
み
砕

く
べ
し
。

第
十
一
則
食
事
の
節
多
量
の
飲
物
を
用
ゆ
く
か
ら
ず
。
薄
き
茶
を

少
々
用
ゆ
る
は
善
と
す
る
な
り
。

第
十
二
則
湿
気
あ
る
衣
服
は
可
成
急
に
脱
ぎ
去
る
べ
し
。
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第
十
三
則
如
何
様
の
時
た
り
と
も
湿
気
あ
る
衣
服
の
ま
ま
寝
る
べ

か
ら
ず
。

第
十
四
則
成
る
丈
け
両
足
に
湿
気
を
受
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
濡
ら

せ
し
時
は
速
に
拭
き
取
く
し
。

第
十
五
則
食
物
は
生
物
よ
り
煮
た
る
に
若
か
ざ
る
事
勿
論
な
り
。

又
野
菜
の
生
物
は
決
し
て
食
す
べ
か
ら
ず
。
其
内
に
も
日
本

に
て
漬
物
と
称
す
る
も
の
は
尤
も
忌
む
所
な
り
。

右
の
条
々
遵
守
可
致
事
。
〃

（
原
文
の
ま
ま
収
載
）

夏
の
土
用
の
入
り
に
、
港
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
勤
務
員
に
向
け

発
令
さ
れ
た
こ
の
規
則
を
み
る
と
、
ま
ず
炎
暑
対
策
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
（
第
一
～
五
則
）
こ
れ
は
遮
蔽
物
や
街
路
樹
の
全
く
な
い
波
止
場

で
、
白
い
建
物
か
ら
く
る
輻
射
熱
を
あ
び
な
が
ら
の
勤
務
で
あ
っ
た
こ

と
を
良
く
示
し
て
お
り
、
今
日
で
い
う
熱
中
症
（
射
病
）
で
倒
れ
る
者

が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
多
い
項
目
は
飲
食
で
あ
る
（
第
一
、
二
、
七
～
十
一
則
）
。
夏

期
に
お
け
る
暴
飲
暴
食
は
、
秋
に
冑
潰
瘍
と
な
っ
て
擬
ね
か
え
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
熱
中
症
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
食
塩

対
策
、
飲
水
対
策
は
全
く
正
し
い
指
導
と
は
云
え
な
い
。
食
物
の
中
で

特
に
〃
日
本
に
て
漬
物
と
称
す
る
も
の
″
は
良
く
な
い
と
し
て
い
る
。

即
ち
、
当
時
の
下
級
雇
員
は
一
日
三
食
の
う
ち
、
二
食
は
有
り
合
わ

せ
の
汁
と
香
之
物
が
普
通
で
、
漬
物
は
多
分
沢
庵
が
主
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
様
な
、
献
立
と
は
云
え
ぬ
食
物
だ
け
で
米
飯
を
流
し
こ

む
習
性
は
、
改
善
す
べ
き
重
大
事
項
で
あ
っ
た
ろ
う
。

次
に
発
汗
に
関
連
し
た
沐
浴
、
防
湿
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
（
第

五
、
六
、
十
三
、
十
四
則
）
。
皮
層
表
面
の
水
分
量
の
問
題
や
蒸
気
圧

の
問
題
は
、
久
野
寧
先
生
が
人
体
発
汗
の
生
理
学
的
研
究
で
帝
国
学

士
院
恩
賜
賞
を
受
賞
さ
れ
る
ま
で
詳
ら
か
で
な
か
っ
た
（
昭
和
十
六
年

ま
で
）
。
従
っ
て
余
り
学
理
的
で
は
な
い
の
は
当
然
だ
が
、
石
鹸
の
推

賞
は
注
目
さ
れ
る
。
横
浜
磯
子
の
堤
磯
右
衛
門
石
鹸
製
造
所
の
創
業
は

明
治
六
年
で
あ
る
か
ら
、
平
部
総
長
の
い
う
石
鹸
は
京
都
舎
密
局
製

（
製
造
指
導
・
明
石
博
高
）
の
も
の
を
サ
ン
プ
ル
的
に
取
寄
せ
配
給
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
明
治
五
年
の
京
都
府
令
で
は
八
牛
乳
ハ
内
ヲ
養

上
、
石
鹸
ハ
外
ヲ
潔
ク
ス
ル
ハ
、
大
二
養
生
二
功
ア
ル
事
二
付
Ｖ
と

い
っ
て
い
る
か
ら
、
洗
浄
用
よ
り
医
薬
用
と
し
て
注
目
し
た
よ
う
に
思

シ
え
ス
も

最
後
に
第
三
並
び
に
四
則
の
服
装
・
振
居
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。

横
瀬
夜
雨
の
『
太
政
官
の
時
代
」
や
、
横
浜
貿
易
新
報
社
の
『
横
浜
開

港
側
面
史
』
に
よ
る
と
、
暹
卒
の
立
居
振
舞
が
非
常
に
悪
か
っ
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
養
生
之
規
則
に
託
つ
け
て
容
儀
、
振
居
に
つ

い
て
ふ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
に
述
べ
た
る
点
は
些
細
な
訓
令
の
如
く
見
え
る
が
、
こ
の
年
の

二
月
十
日
に
野
毛
坂
上
（
二
百
番
官
舎
）
に
暹
卒
病
院
を
開
い
た
が
、

仮
建
築
の
た
め
狭
く
入
院
患
者
が
急
増
し
て
は
困
る
た
め
に
、
こ
の
様

な
訓
令
を
出
し
た
も
の
と
考
え
る
。
横
浜
の
暹
卒
病
院
に
つ
い
て
は
後

日
改
め
て
報
告
す
る
。

（
平
成
十
四
年
九
月
例
会
）


